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緒 言

前編に於いて流行性 肝炎 の急性型よ り慢性へ,更

に肝硬変症へ と,そ の病状の進行に伴 う指爪根 部微

細小血管像 の変化を追及 し,興 味あ る所見を得たが,

それ らの変化の本態が,全 身血管系の変化 と密に関

係をもち,本 疾患の病像を支配する因子 とな ること

を明らかに した.

処でchlorophyll誘 導 体 で ある.鉄chlorophy

llin natrium水 溶液は鬼川,本 間らに依 ると,肝 機

能特に色素排泄機能並び に解毒機能を恢復させ ると

云われ,著 者 らも多数の肝疾 患に使用 し,種 々好結

果を得たが,そ の際爪根部微細小血管の病 的所見を

著 しく改善するのに気付 き,そ の後 自律 神経毒の作

用を も検討 し,興 味あ る所見を得たので報告す る.

実 験 方 法

被検例は岡山大学医学 部第一内科に入院中の急 性,

慢性肝炎及び肝硬 変症に罹患患者で,指 爪根部微細

小血管の観察法 は第1編 と岡様に行なつた.

鉄chlorophyllin natrium水 溶液 は南方薬品製 の

Greenpoleを 用い, 30mgを 静脈注射 し,注 射前,

後5分, 10分, 20分 ～60分 と経時 的に観察 した.又

対照として40%ブ ドー糖20ccの 静 注 を も行 ない,

同様観察 した.

次 ぎに 自律 神経 毒 で あ る, adrenalin, pilocarpin,

 atropin,は 自律 神経 機 能 検 査 の 時 の 要領 で 皮 下注

射 し,鉄chlorophyllin natrium水 溶 液 の 時 と同 様

に経 時 的に観 察 した.猶 対 照 と し て 生 理 的食 塩 水

1ccを 皮 下 注射 し,同 様観 察 した .

実 験 成 績

1.鉄chlorophyllin natrium水 溶液(以 下Green

poleと 略す)は 急 性 肝 炎5例,慢 性肝炎21例,肝

硬変症5例 に就いて実施 した.

注射前の成績及び注射後の成績を纏 めると,第1

表の如 くであ る.即 ち全例31例 中動脈脚,或 いは静

脈脚のいずれかにこ拡張 を認 め る30例 中, 24例(80

%)に 動脈脚 か静脈脚のいずれかの収縮を認める.

又動脈脚,静 脈脚,係 蹄幅,係 蹄長,血 流促進状態

及び結節の消失状態を詳 しく時間的に しらべると第

2表 の如 く,動 脈脚の収縮す るのが急性肝炎が5例

中4例(805),慢 性肝炎例で21例 中7例(33.3%),

肝硬 変症では5例 中2例(40%)と な り,静 脈脚で

は急性肝炎が20%,慢 性肝炎では66.7%,肝 硬変症

では80%に それぞれ 収縮が見 られた.係 蹄幅は慢性

肝炎に1例(4.8%)に 縮 小 が見 られ るのみで,係

蹄長には全 く短縮が見 られなかつた.血 流状態は促

進するものが急性 肝 炎 ては3例(60%),慢 性肝炎

ては12例(50%),肝 硬変症では全例に認め られた.

次ぎに結節形成例であるが,全 例中7例 に認 め られ

たがいずれも総て消失 した.こ の消失状態を詳細に

観察 してみると, Greenpole注 射後,普 通顆粒状を

な して流れ る血流に従つて1つ の大 きな塊 となつて,

恰 も結節 自身が流れ るよ うなかたちとなつて消失す

る.こ れは小動脈瘤中の血塊がそのまま流れ る為と

思われ る.斯 様 な現象は血管収縮 と血流速度の促 進

に関係 するが,殆 ん ど血管収縮 が観察 されないのに

結 節が消失 して いる例 もみ られている.

次に以上の変化の現われ る時間的関係を しらべる

と,動 脈脚 幅の収縮 は急 性 肝 炎では5分 後に2例
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(40%),慢 性 肝 炎で は40分 後に3例(14.3%),肝

硬変症は5分 後に2例(40%)と な り,静 脈脚 幅は,

急性肝炎で は5分 後 に2例(40%),慢 性肝炎ては

10分, 20分, 30分, 40分 と区々で それぞれあ るが,

肝硬変症では5分 後 に4例(80%)と なつてい る.

血流促進状態は急,慢 性肝炎及び肝硬変症 ともに5

分後か ら始 まるものが多い.又 結節消失の時期 は,

急性肝炎例では, 30分 後に,慢 性肝炎例は5分, 20

分, 30分 と各1例 で あり,肝 硬変症では10分 後 に消

失 し時間的 に全 く区々であつた.血 管数は全例 に於

いて全 く変化は認 められなかつ た.

以上急性,慢 性肝炎並びに肝硬変症合せて31例 の

動 ・静脈脚,係 蹄幅,並 びに係蹄長の時間的変化を

綜合 してみ ると,図1の 如 く縦軸 に毛細管各部 の変

図1　 Greenpole使 用に よ る変 化

化を百分率で現わ し,横 軸に時間的経過を とると,

動脈脚は5分 後か ら収縮 し始め, 40分 で最高(93.9

%)と な り, 50分 まで 強い収縮 を示す.

静脈脚で も同様に, 5分 か ら収縮 し始め20時 で最

高93.3%と なり50分 まで高度の収縮を示すが,係 蹄

幅は殆んど変化を示さず,係 蹄長は5分 後か ら軽度

の延長を認め, 60分 まで続 く.

2. Adrenalin, pilocsrpin, atropin,慢 性肝炎患

者に注射 して, Greenpoleの 場 合 と 同様 に経時 的

に指爪根部微細小血管を観察 した.

1)Adrenalinを 慢性肝炎患者15例 に注射 し,そ

の前後の指爪根部微細小血管を観察 した.そ の成績

は第3表 及び第4表 の如 くて ある.即 ち動脈脚の収

縮 を示す ものが15例 中9例(60%)静 脈脚 の収縮を

示す ものが15例 中10例(66.7%).係 蹄 幅 の縮小す

るものが5例(33.3%),係 蹄長 の短 縮 す るものは

6例(40%)に 見 られ,血 管数減少 は4例(26.7%)

に見 られた.以 上 の反応の最 も強 く現われ る時間的

関係を しらべ ると,第4表 の如 くて,動脈脚収縮は5

第4表　 Adrenalinに よ る変化

分で5例(33.3%),静 脈脚 も5分で5例(33.3%), 10

分で4例(26.7%)と いずれ も5～10分 で最 も強 く

収縮 している.係 蹄幅の縮小は5分 で2例(13.3%),

 20分 で2例(13.3%),係 蹄 長 の短 縮は5分 で3例

(20%)10分 で2例(13.3%)と20分 まで 認 められ

た.血 流促 進 は5分 で11例(73.3%),血 管数は5

分で3例(20%)に 変化を認めた.全 体的に観 ると

20分 まで が最 も強い変化 を示 した.

以上 の成績 を毛細血管各部の変化を百分率で現わ

して縦 軸に,時 間的経過を横軸 に図2の 如 くす ると,

図2　 Adrenalinに よ る変 化
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動脈脚の収縮 は5分 で最高79.0%と なり,漸 次減少

し, 50分 で軽度 の拡張を示 して60分 で元に復 し,静

脈脚 は5分 か ら強度 の収縮 を始め, 10分で最高79.5

%と な り,漸 次60分 で元に復す.係 蹄幅は5分 から

軽度の縮小を始 め20分 で最高93.1%と なり, 50分で

軽度の拡張を呈 して元 に復 し,係 蹄長は5分 から短

縮 し始 め, 10分 で最高91.2%と な り30分で元の状態

に復帰 した.血 管数 は5分 で最小血管数88.3%と な

り,漸 次減少率 を低下 し, 40分 で元 に復 した.

2)pilocarpin.慢 性 肝 炎10例 につ いて, adre

nalinと 同 様 に観 察 した が 第5表 の 如 く動 ・静脈脚

表5 Adrenalinの 全 身 反応

幅,係 蹄幅並びに係蹄長で は見 るべき変化を認めず,

流速 が4例(40%)に 緩徐となり, 1例(10%)に

速進を認めた.そ の他顆粒状態,血 管数は注射前と

全 く異つた所見を示 さなかつた.

3)Atropin.慢 性肝 炎10例 について同しく観察

を行なつたが,第6表 の如 く変化は全 く認められな

かつた.

総 括 並 び に 考 按

Greenpoleを 急性肝炎,慢 性肝炎,肝 硬変症に投

与す ると,動 脈脚の収縮は急性肝炎に於いて主とし

て現われ,慢 性肝炎更 には肝硬変症に於いては静脈

脚の収縮が主にみ られた.係 蹄幅の縮小,係 蹄長の

収縮 はみ られなかつた.血 流状態の促進は急性肝炎

60%,慢 性肝炎50%,肝 硬変症100%に 認められた.

又結節形成を認 めた7例 で はすべて消失をみた.

この結節 は第1編 において も検討 した如 くMuller,

 O.の 所説 と一致 し,小 動脈 瘤 様変化 と考えられる

が,そ の消失状態に特 長が あり,小 動脈瘤中の血塊

が そのまま流れ るため, 1つ の大 きな塊 となり,恰

も結節自身が流れ るかのような印象を与える.

以上Greenpoleが 辱え る影 響 は流行 性肝炎の急

性,慢 性 型更には肝硬変症において特長ある所見と

して,第1編 に記載 した指爪根部微細小血管像の諸

変化の改善を意味す るものであ る.
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鬼川,本 間 らは鉄chlorophyllin natriurm水 溶液

を使用 して肝機能特に色素排泄機能並び に解毒機能

の改善を報告 しているが,教 室の庵谷及び著者,教

室の谷水らの研究 により,肝 臓 内血流を中心 と した

諸変化は指爪根部 微細小血管像 に反映す るか ら,著

者のみとめた血管像の改善により,肝 機 能の改善,

或いは別 に教室の瀬戸や著者がみ とめた肝疾患の治

療の著効をみたものと考え られ よう.

次に これ らの諸変化を認 め る時間的関係を検討す

ると,動 脈脚は5分 後か ら収縮 し始め, 40分 で最高

となり, 50分 まで強い収縮 を示 し,静 脈脚で は5分

より収縮 し始め20分 で最 高とな り, 50分 まで高度の

収縮を示 している.

以上のGreenpoleの 作 用 機 序 を明 らかにす るた

め,同 一慢性肝炎例 につ き自律神経毒を投与 して指

爪根部微細小血管像を観 察 す ると, adrenalin投 与

では動脈脚の収縮 を示す ものが60%,静 脈脚の収縮

を示すもの66.7%,係 蹄輻の縮小す るもの33.3%,

係蹄長の短縮す るもの40%,血 管数減少は26.7%を

認め,血 流促進は5分 で73.3%に 認めた.又 これ ら

の発現では動脈脚の収縮 は5分 で最高79.0%,静 脈

脚の収縮は5分 か ら強度 に現われ, 10分 で最高79.5

%を 示 した.又 結節の消失 は本剤投与時には認め ら

れなかつた.

以上に よりGreenpole投 与時の血管反応とadre

nalin投 与時のそれ との間には近 似 した効果を認 め

るにして も,詳 細 に検討すれば可成 りの相異点 を認

めた.

次にpilocarpin, atropin投 与の場 合 は著明な血

管反応を認め ることが出来なかつた.

斯 くして流行性肝炎更 には肝硬変症を含めて指爪

根部微細小血管には特有な所見を認め るが, Green

poleは これ らの 変化の改善を来 し,こ れ らに平行

して自他覚症の改善を認 めるところか ら,上 述の教

室多数の報告 の如 く指爪根部微細小血管の変化は流

行性肝炎の本態 に通ずるものであ り, Greenpoleは

それ らを改善す ることとなる.而 もその作用は一部

adrenalin作 用に近似す る部分 を有 す るとしても,

本 質的には異 なるべ きもの と考えるべきであろう.

結 論

流行性肝炎の急性期,慢 性期,肝 硬変症の指爪根

部微細小 血 管像 に及ぼすGreenpoleの 効果を検討

し,こ れ らと自律神経毒の作用とを比較 し,次 の結

果をえた.

1. Greenpole投 与後,動 脈 脚 の収 縮は急性肝炎

において主 として現われ,慢 性肝炎更 に肝硬変症 に

おいては静脈脚の収縮が主にみ られた,又 血流状態

の促進は急性肝炎60%,慢 性肝炎50%,肝 硬変症100

%に 認められ,結 節形成をみ とめた7例 には全例消

失 した.

2. Greenpole投 与 時の 結 節 消 失 状 態 は特 有 で,

小 動 脈瘤 中の 血塊 が そ の ま ま流 れ る もの と思 わ れ る.

3. Greenpole投 与時 の 動 脈 脚 の 収縮 は5分 後 よ

り始 ま り40分 で最 高 で, 50分 まで 強 い 収縮 を 示 す.

静 脈脚 で は5分 よ り収縮 を始 め20分 が最 高 とな る.

4.慢 性 肝 炎例 にadrenalinを 投 与 した例 で は動

脈脚60%,静 脈 脚66.7%に 収縮 し,係 蹄幅,係 蹄長

に33.3%, 40%と 変化 を 示 し,動 脈脚 の収 縮 は5分

で 最 高79.0%,静 脈脚 の それ は5分 で 強 度 に, 10分

で 最 高79.5%を 示 し,結 節 を 消 失 せ しめ え なか つ た.

5.斯 くてGreenpoleとadrenalinの 効果 は 近似

す ると して も本 質 的 に異 な る もので あ る.

6. pilocarpin, atropinを 慢 性 肺 炎 例 に投与 した

が,効 果 を み と めな か つた.
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Studies on the Capillary Picture at the Root of the Nail in the 

Cases of Hepatitis and Cirrhosis of the Liver

Part 2. On the Effects of a few Drugs Upon the 

Capillaries at the Root of the Nail.

By

Tadayoshi Maesako

The First Department of Internal Medicine, Okayama University Medical School.

(Chief: Prof. Kiyowo Kosaka)

The studies were made on the effects of Greenpole on the capillary picture at the root 

of the nail in the cases of acute and chronic infectious hepatitis as well as cirrhosis of the 

liver, in comparison with the toxins for vegetative nerves. And the following results were 

obtained.

1. Following the administration of Greenpole, the contractions of the arterial feet of 
the capillaries were observed mainly in the acute hepatitis cases, on the other hand, the 
contractions of the venous feet in the chronic hepatitis and liver-cirrhosis cases were seen. 
Following the administration of Greenpole, accelated blood flow was noted in 60% of acute 
hepatitis, 50% of chronic hepatitis and in 100% of cirrho is, and the formation of granules, 
seen in 7 cases, had all disappeared.

2. The disappearance of the granules following the administration of Greenpole, was 

appeared presumably due to washing away clumps of the blood in the microaneurysms.

3. The contractions of the arterial feet of the capillaries began 5 minutes after the 

administration of Greenpole, maximum after 40 minutes and kept up fairly strong contractions 

for 50 minutes. The contractions of the venous ones began from 5 minutes after and maximum 

at 20 minutes.

4. Following the administration of adrenalin, it was observed in the cases of chronic 
hepatitis that the contractions of the arterial feet of the capillaries were noted in 60%, of 
the venous ones in 66.7% and of the capillary loops in 33.3 to 40%. Maximum contractions 
were observed in 79.0% after 5 minutes. On the other hand, the contractions of the venous 
feet were fairly strong after 5 minutes and were maximum after 10 minutes in the rate of 
79.5%. However, the granules had not disappeared following the administration of adrenalin.

5. In consequence, the effects of Greenpole were thought to be essentially different 
from adrenalin although some similarities were observed.

6. No clinical improvement was noted in the cases of chronic hepatitis after the admin

istration of pilocarpin and atropin.


